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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期
第２四半期
累計期間

第24期
第２四半期
累計期間

第23期

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年12月31日

自平成23年７月１日
至平成23年12月31日

自平成22年７月１日
至平成23年６月30日

売上高 (千円) 5,233,242 3,571,480 9,175,189

経常利益 (千円) 299,672 146,718 455,173

四半期(当期)純利益 (千円) 132,787 60,112 219,112

持分法を適用した場合の

投資利益
(千円) ― ―　 ―　

資本金 (千円) 753,814 753,814 753,814

発行済株式総数 (株) 19,059 19,059 19,059

純資産額 (千円) 1,277,160 1,423,509 1,363,475

総資産額 (千円) 5,423,749 5,229,340 4,776,285

１株当たり四半期(当期)

純利益金額
(円) 7,079.75 3,204.96 11,682.25

潜在株式調整後１株当た

り四半期（当期）純利益

金額

(円) ― ―　 ―

１株当たり配当額 (円) ― ―　 ―　

自己資本比率 (％) 23.5 27.2 28.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 528,871 115,880 809,100

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △86,630 △351,828 231,534

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △211,104 416,951 △798,140

現金及び現金同等物の四

半期末（期末）残高
(千円) 533,090 725,451 544,448

　 

回次 第23期第２四半期会計期間 第24期第２四半期会計期間

会計期間
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益

金額
(円) 1,817.67 763.47

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

EDINET提出書類

株式会社ランシステム(E03434)

四半期報告書

 2/21



２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。ま

た、主要な関係会社に異動はありません。

　なお、第１四半期会計期間から、組織変更により報告セグメントの区分を変更しております。詳細は「第４　経理の状

況　１　四半期財務諸表　注記事項（セグメント情報等）セグメント情報」の「Ⅱ　２．報告セグメントの変更等に関

する事項」をご参照下さい。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1)業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、昨年３月11日に発生した東日本大震災の影響もあり、先行きが不

透明なまま厳しい景況が続いております。

　このような経営環境のもと、当社は「お客様満足度の更なる向上」「自遊空間店舗の出店」「自遊空間既存店の

設備投資」「新規事業へのチャレンジ」「全社的なコストの最適化」を積極的に実施し、経営効率の向上に注力い

たしました。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は3,571百万円（前年同四半期比31.8％減）、営業利益は114百万円

（同59.4％減）、経常利益は146百万円（同51.0％減）、四半期純利益は60百万円（同54.7％減）となりました。

　売上高の主な変動要因は、平成22年12月６日に「桃太郎事業の一部譲渡に関するお知らせ」にて公表いたしまし

た、自遊空間事業への経営資源集中及び財務体質の強化等を目的とした家庭用テレビゲーム販売店舗の一部譲渡等

であり、このことにより、1,986百万円減少しております。一方、平成23年９月２日に「固定資産の取得に関するお知

らせ」にて公表いたしました、株式会社ナムコが有していた複合カフェ店舗（知好楽）を買受け、当社が運営する

複合カフェ「スペースクリエイト自遊空間」への転換をしたことにより、156百万円増加しております。

　営業利益の主な減少要因は家庭用ゲーム販売店舗の一部譲渡、自遊空間既存店の設備投資及び株式会社ナムコが

有していた、複合カフェ（知好楽）９店舗を買受け、当社が運営する複合カフェ「スペースクリエイト自遊空間」

への転換をしたことによるコスト計上のためであります。

　

　セグメントごとの状況は、次のとおりであります。

　なお、当第１四半期会計期間から、組織変更により報告セグメントの区分を変更しており、当第２四半期累計期間

の比較・分析は、変更の影響を含めております。　

　

＜店舗運営事業＞

①スペースクリエイト自遊空間

　当事業につきましては、自遊空間の認知及び自遊空間ブランドの更なる向上に努めるとともに、ハイスペックＰ

Ｃ、最新オンライン接続のダーツ機、最新機種のカラオケ機器等の店舗設備の強化や店内環境の整備を実施いたし

ました。加えて、お客様一人一人に合わせた心のこもったホスピタリティー研修の実施、マニュアルには無い高質な

サービスを実施するための人材育成にも注力いたしました。

　また、1,100万人以上の自遊空間会員のコミュニケーションを活性化するための新しいＷＥＢサービスとして、自

遊空間クリップを平成23年10月より直営店にて開始いたしました。　

　店舗数においては13店舗（直営店舗９店舗、FC店舗４店舗）の新規出店により、当第２四半期会計期間末時点では

187店舗（直営店舗58、FC加盟店舗129）となり、前事業年度末より12店舗増加いたしました。

　

②家庭用テレビゲーム販売店舗

　主な取組事項につきましては、利益率の向上を目的とした中古商材の拡充（主にトレーディングカード）、新品商

品の仕入れ数量等の見直し、販売価格の見直し、販促キャンペーン等需要の喚起を実施いたしました。　

　なお、前第２四半期会計期間末時点で49店舗（直営店舗24、FC加盟店舗25）でありましたが、経営資源の集中及び

財務体質の強化等を目的に桃太郎事業の株式会社エーツーへの事業譲渡及び大東物産株式会社への一部店舗譲渡

を行いました。

　当第２四半期会計期間末時点では直営１店舗の運営となりました。

　

③コミュニケーションクリエイト健遊空間

　今期より展開する新しいコンセプトの店舗として、平成23年７月30日に群馬県太田市に「コミュニケーションク

リエイト健遊空間太田の森」をオープンいたしました。
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　当店舗は、シニア・シルバー層を中心としてファミリーやキッズまで幅広い年齢層を対象とした全く新しいタイ

プの時間消費型店舗で、“健やかに遊ぶ”“世代を超えた交流”“地域活性化”をテーマとし、お一人様からご家

族・ご友人の方々とのご来店でもお気軽に遊べるよう、工夫を凝らした環境で運営しております。主なコンテンツ

として、健康マージャン・カラオケ・キッズガーデンなどを取り入れています。

　当社がスペースクリエイト自遊空間の運営を通して培ってきたノウハウを活かし、地域のお客様の憩いの場やコ

ミュニケーション活性化の場として、地域や社会を豊かにすべく今後も注力して参ります。

　当第２四半期会計期間末時点では１店舗を運営しております。　

　

　以上の結果、当セグメント全体の売上高は3,155百万円（前年同四半期比36.1％減）、セグメント利益は203百万円

（同47.1％減）となりました。

　当セグメントの売上高の主な変動要因は、自遊空間事業への経営資源集中及び財務体質の強化等を目的とした家

庭用テレビゲーム販売店舗の一部譲渡等であり、このことにより、1,986百万円減少しております。一方、平成23年９

月２日に「固定資産の取得に関するお知らせ」にて公表いたしました、株式会社ナムコが有していた複合カフェ店

舗（知好楽）を買受け、当社が運営する複合カフェ「スペースクリエイト自遊空間」への転換をしたこと等によ

り、156百万円増加しております。

　また、当セグメント利益の主な減少要因は家庭用ゲーム販売店舗の一部譲渡、自遊空間既存店の設備投資及び株式

会社ナムコが有していた、複合カフェ９店舗（知好楽）を買受け、当社が運営する複合カフェ、「スペースクリエイ

ト自遊空間」への転換によるコスト計上のためであります。　

　

＜不動産賃貸事業＞

　当事業につきましては、不動産賃貸物件の適切な管理に注力し、計画通りの売上推移となりました。

　以上の結果、当セグメント全体の売上高は242百万円（同2.9％減）、セグメント利益は61百万円（同1.8％減）と

なりました。

　

＜その他事業＞

　その他事業として購買業務、システム外販業務及び主にシェアクリップによるメディア・広告業務を運営してお　

ります。シェアクリップは自遊空間クリップに登録しているユーザーが店舗外でもコミュニケーション可能なツー

ルとしてのWEBサービスとなります。

　以上の結果、当セグメント全体の売上高は173百万円（同285.4％増）、セグメント利益は30百万円（同16.2％増）

となりました。

　

(2)財政状態の分析

（資産）

　当第２四半期会計期間末における流動資産は、1,919百万円となり、前事業年度末に比べ257百万円増加いたしまし

た。これは主に、現金及び預金が171百万円増加したことなどによるものであります。

　固定資産は3,309百万円となり、前事業年度末に比べ195百万円増加いたしました。これは主に、株式会社ナムコが

有していた、複合カフェ（知好楽）９店舗を買受けたことなどによる有形固定資産113百万円の増加などによるも

のであります。

　この結果、総資産は、5,229百万円となり、前事業年度末に比べ453百万円増加いたしました。

（負債）

　当第２四半期会計期間末における流動負債は、1,757百万円となり、前事業年度末に比べ151百万円増加いたしまし

た。これは主に、１年内償還予定の社債が99百万円増加したこと、１年内返済予定の長期借入金が69百万円増加した

ことなどによるものであります。

　固定負債は2,048百万円となり、前事業年度末に比べ241百万円増加いたしました。これは主に、社債が143百万円減

少したものの、長期借入金が390百万円増加したことなどによるものであります。

　この結果、負債合計は、3,805百万円となり、前事業年度末に比べ393百万円増加いたしました。

（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産合計は、1,423百万円となり、前事業年度末に比べ60百万円増加いたしま

した。これは主に利益剰余金が60百万円増加したことなどによるものであります。

　以上の結果、自己資本比率は、27.2%（前事業年度末は28.5%）となりました。

　

(3)キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は725百万円となり、前事業年度

末と比較して181百万円増加しました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　　

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）
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　営業活動の結果得られた資金は115百万円（前年同期は528百万円の収入）となりました。これは主に、売上債権の

増加55百万円、法人税等の支払額39百万円、利息の支払額23百万円及び仕入債務の減少20百万円等により資金が減

少した一方、税引前四半期純利益133百万円、減価償却費144百万円の計上等により資金が増加したことによるもの

であります。

　

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は351百万円（前年同期は86百万円の支出）となりました。これは主に、有形固定資

産の取得による支出250百万円及び敷金の差入による支出100百万円等により資金が減少したことによるものであ

ります。

　

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は416百万円（前年同期は211百万円の支出）となりました。これは主に、短期借入金

の返済による支出450百万円及び長期借入金の返済による支出339百万円等により資金が減少した一方、短期借入れ

による収入450百万円及び長期借入れによる収入800百万円により資金が増加したことによるものであります。　

　

(4)事実上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5)研究開発活動

　 該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 63,600

計 63,600

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 19,059 19,059

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 19,059 19,059 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
－ 19,059 － 753,814 － 792,059
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（６）【大株主の状況】

　 　 平成23年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

田　中　久　江 東京都練馬区 3,579 18.77

ＧＡＵＤＩ株式会社 神奈川県平塚市宝町５-27 2,081 10.91

プラザ商事株式会社 神奈川県横浜市中区羽衣町２丁目５-15 2,035 10.67

石　橋　一　浩 千葉県船橋市 940 4.93

大鐘産業株式会社 神奈川県横浜市中区羽衣町２丁目５-15 440 2.30

平楽商事株式会社 神奈川県横浜市中区羽衣町２丁目５-15 440 2.30

平　川　正　一 神奈川県横浜市中区 440 2.30

西　原　光　男 神奈川県横浜市中区 220 1.15

西　原　弘　子 神奈川県横浜市中区 220 1.15

ランシステム従業員持株会 東京都豊島区池袋２丁目43-１ 208 1.09

計 － 10,603 55.63

（注）上記のほか、自己株式が303株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）   普通株式     303 － －

完全議決権株式（その他）   普通株式  18,756 18,756 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 19,059 － －

総株主の議決権 － 18,756 －

　

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ランシステム
埼玉県狭山市狭山台

４丁目27番地の38
303 ― 303 1.59

計 ― 303 ― 303 1.59

　

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成23年10月１日から平成23年

12月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年７月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、アスカ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年６月30日)

当第２四半期会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,050,572 1,221,582

売掛金 157,847 213,307

商品及び製品 178,229 177,076

仕掛品 － 9,606

原材料及び貯蔵品 18,926 28,272

その他 266,973 282,481

貸倒引当金 △10,041 △12,544

流動資産合計 1,662,509 1,919,781

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 874,850 988,577

車両運搬具（純額） 16 8

工具、器具及び備品（純額） 208,989 231,021

土地 947,294 947,294

建設仮勘定 22,698 －

有形固定資産合計 2,053,849 2,166,901

無形固定資産

のれん 28,381 24,015

その他 41,573 44,816

無形固定資産合計 69,955 68,832

投資その他の資産

敷金 754,921 854,496

その他 275,042 257,246

貸倒引当金 △39,992 △37,917

投資その他の資産合計 989,971 1,073,825

固定資産合計 3,113,776 3,309,558

資産合計 4,776,285 5,229,340

負債の部

流動負債

買掛金 191,800 171,268

短期借入金 300,000 300,000

1年内償還予定の社債 86,800 186,400

1年内返済予定の長期借入金 624,988 694,833

未払法人税等 47,713 81,766

引当金 － 2,728

その他 354,188 320,371

流動負債合計 1,605,490 1,757,368

固定負債

社債 203,000 60,000

長期借入金 1,157,606 1,548,111

資産除去債務 146,782 162,106

その他 299,931 278,244

固定負債合計 1,807,319 2,048,462

負債合計 3,412,810 3,805,831
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年６月30日)

当第２四半期会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 753,814 753,814

資本剰余金 792,059 792,059

利益剰余金 △158,482 △98,370

自己株式 △23,969 △23,969

株主資本合計 1,363,422 1,423,534

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 53 △25

評価・換算差額等合計 53 △25

純資産合計 1,363,475 1,423,509

負債純資産合計 4,776,285 5,229,340

EDINET提出書類

株式会社ランシステム(E03434)

四半期報告書

12/21



（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年12月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 5,233,242 3,571,480

売上原価 4,148,277 2,954,118

売上総利益 1,084,965 617,362

販売費及び一般管理費 ※1
 802,860

※1
 502,894

営業利益 282,104 114,467

営業外収益

受取利息 1,972 2,054

販売手数料収入 47,761 52,071

その他 2,058 1,003

営業外収益合計 51,792 55,130

営業外費用

支払利息 32,686 21,553

その他 1,539 1,325

営業外費用合計 34,225 22,879

経常利益 299,672 146,718

特別利益

固定資産売却益 977 137

特別利益合計 977 137

特別損失

固定資産売却損 813 －

固定資産除却損 2,383 1,116

店舗閉鎖損失 1,390 －

減損損失 45,311 11,886

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 62,207 －

特別損失合計 112,107 13,002

税引前四半期純利益 188,542 133,853

法人税等 55,754 73,740

四半期純利益 132,787 60,112
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年12月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 188,542 133,853

減価償却費 135,939 144,051

減損損失 45,311 11,886

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 62,207 －

のれん償却額 4,366 4,366

引当金の増減額（△は減少） 3,267 3,158

長期貸付金等の地代家賃相殺額 13,816 13,126

受取利息及び受取配当金 △1,987 △2,081

支払利息 32,686 21,553

固定資産売却損益（△は益） △163 △137

固定資産除却損 2,383 1,116

売上債権の増減額（△は増加） △41,134 △55,460

たな卸資産の増減額（△は増加） △23,980 △17,798

仕入債務の増減額（△は減少） 92,914 △20,532

その他 74,934 △58,463

小計 589,104 178,638

利息及び配当金の受取額 266 174

利息の支払額 △28,591 △23,324

法人税等の支払額 △36,334 △39,607

法人税等の還付額 4,427 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 528,871 115,880

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 6,994 10,000

有形固定資産の取得による支出 △134,994 △250,382

有形固定資産の売却による収入 12,057 189

無形固定資産の取得による支出 △4,286 △7,788

貸付けによる支出 △1,100 －

貸付金の回収による収入 1,826 1,007

敷金の差入による支出 △3,578 △100,690

敷金の回収による収入 37,507 －

長期預り金の受入による収入 3,250 300

長期預り金の返還による支出 △3,700 △11,896

その他 △606 7,432

投資活動によるキャッシュ・フロー △86,630 △351,828

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 750,000 450,000

短期借入金の返済による支出 △1,115,000 △450,000

長期借入れによる収入 450,000 800,000

長期借入金の返済による支出 △362,696 △339,649

社債の発行による収入 100,000 －

社債の償還による支出 △33,400 △43,400

その他 △8 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △211,104 416,951

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 231,136 181,002

現金及び現金同等物の期首残高 301,953 544,448

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 533,090

※1
 725,451
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【継続企業の前提に関する注記】

　　　　該当事項はありません。

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期累計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年12月31日）

　税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は法人税

等に含めて表示しております。　　　

　

【追加情報】

当第２四半期累計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）　

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。　　　
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

該当事項はありません。

　

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当 312,514千円

地代家賃 112,859 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当 174,821千円

地代家賃 46,481 

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年12月31日現在） （平成23年12月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 1,051,394

預入期間が３か月を超える定期預金 △68,005

担保提供定期預金　 △450,298

現金及び現金同等物 533,090

　

 （千円）

現金及び預金勘定 1,221,582

預入期間が３か月を超える定期預金 △66,028

担保提供定期預金　 △430,102

現金及び現金同等物 725,451
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自平成22年７月１日　至平成22年12月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後

となるもの　

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自平成23年７月１日　至平成23年12月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後

となるもの　

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自平成22年７月１日　至平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　

　

報告セグメント
調整額

(注１)　

四半期損益

計算書計上

額（注２）

店舗運営　

事業

不動産

事業　

その他

事業　
計

　売上高      　

　　外部顧客への売上高 4,938,665249,57545,0025,233,242－ 5,233,242

　　セグメント間の内部売上高

　　又は振替高
－ － － － － －

計 4,938,665249,57545,0025,233,242－ 5,233,242

　セグメント利益 385,68662,26926,252474,208△192,103282,104

　（注）１．セグメント利益の調整額△192,103千円は、全社費用であります。主に報告セグメントに帰属し

ない管理部門等に係る費用であります。

２．セグメント利益は四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　「店舗運営事業」セグメントにおいて、継続的に営業損失を計上し収益性が低下している店舗、及び、閉店

の決定を行った店舗について減損損失を認識しております。当該減損損失の計上額は、当第２四半期累計期

間においては18,051千円であります。

　「不動産事業」セグメントにおいて、借地権を有する土地賃貸借契約が満了することに伴う減損損失を認

識しております。当該減損損失の計上額は、当第２四半期累計期間においては27,260千円であります。　
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Ⅱ　当第２四半期累計期間（自平成23年７月１日　至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　

　

報告セグメント
調整額

(注１)　

四半期損益

計算書計上

額（注２）

店舗運営

事業

不動産

事業

その他

事業
計

　売上高      　

　　外部顧客への売上高 3,155,791242,251173,4373,571,480－ 3,571,480

　　セグメント間の内部売上高

　　又は振替高
－ － － － － －

計 3,155,791242,251173,4373,571,480－ 3,571,480

　セグメント利益 203,95161,14330,507295,602△181,135114,467

　（注）１．セグメント利益の調整額△181,135千円は、全社費用であります。主に報告セグメントに帰属し

ない管理部門等に係る費用であります。

２．セグメント利益は四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　　　前事業年度まで、「自遊空間事業」、「桃太郎事業」及び「不動産賃貸事業」の３つを報告セグメントとし

ておりましたが、前事業年度において経営資源の集中及び財務基盤の強化等を目的に「桃太郎事業」の一

部を譲渡したことを契機とし、平成23年７月１日付で「自遊空間事業」と「桃太郎事業」を「店舗運営事

業」として統合し、店舗運営における人員及び業務の効率化を図る体制に組織変更しました。また、「不動

産賃貸事業」については、不動産賃貸以外の事業を営む実態をより適切に表現すべく、「不動産事業」に

名称を変更しました。さらに、従来、自遊空間事業に付随して運営されていたメディア・広告事業及び外販

事業を強化するため、平成23年７月１日付けで両者を独立した組織とする会社組織の変更をいたしまし

た。 

　　　したがって、当第１四半期会計期間より、「店舗運営事業」、「不動産事業」及び「その他事業」の３つを

報告セグメントとしております。　

　　　なお、前第２四半期累計期間のセグメント情報は、会社組織変更後の報告セグメントの区分に基づき作成し

たものを開示しております。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　「店舗運営事業」セグメントにおいて、継続的に営業損失を計上し収益性が低下している店舗について減

損損失を認識しております。当該減損損失の計上額は、当第２四半期累計期間においては、11,886千円であり

ます。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年12月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 7,079円75銭 3,204円96銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 132,787 60,112

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 132,787 60,112

普通株式の期中平均株式数（株） 18,756 18,756

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　　

　　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月10日

株式会社ランシステム

取締役会　御中

アスカ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　大丸　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 法木　右近　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ランシス

テムの平成23年７月１日から平成24年６月30日までの第24期事業年度の第２四半期会計期間（平成23年10月１日から平

成23年12月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年７月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ランシステムの平成23年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。 
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